
み
ん
な
で
考
え
、
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
よ
う

『
近
江
鉄
道
で
地
域
を
元
気
に
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

を
開
催
し
ま
し
た
！

鉄道のお得な情報!鉄道のお得な情報!
●１デイ・スマイルチケット
　金・土・日曜日および祝日であれば、どなたでも近江鉄道
の電車が全線1日乗り放題でご利用いただけます。
◆運　賃　大人880円、子ども440円
◆発売日　金・土・日・祝日（12月31日～ 1月3日を除く）

●定期でお出かけきっぷ
　土・日曜日および祝日であれば、通勤・通学定期券（小児
用定期券を除く）をお持ちの方が、定期券の有効区間以外（近
江鉄道線内に限る）を１乗車100円でご利用いただけます。
◆発売日　土・日・祝日（12月31日～ 1月3日を除く）

●米原乗り継ぎ往復きっぷ
　米原駅で新幹線などに乗り継がれ、往復されるのにお得
な往復乗車券です。
◆運　賃　大人1,600円、子ども800円
　　　　　※通常運賃：日野駅～米原駅間往復2,020円
◆有効期限　発売日より3日間有効

●お昼間得々パス
　パス券を購入していただくと、どなたでも１乗車100円

（同行の小児50円）で、近江鉄道全線をご利用いただけます。
◆利用日
　毎日9：00 ～ 16：00※乗車9時以降・降車16時まで
◆パス券発売金額　
　1か月2,300円　3か月5,500円　6か月9,800円

【例】1か月に10日  日野駅～八日市駅まで往復利用の場合
　　通常：520円×2回×10日＝10,400円
　　パス：2,300円＋（100円×2回×10日）＝4,300円

●サイクルトレイン
　運賃のみで電車内へ自転車を持ち込むことができます。
◆持込可能区間
　水口蒲生野線（八日市駅～貴生川駅）、湖東近江路線（高
宮駅～八日市駅）、彦根・多賀大社線（米原～多賀大社前）
※彦根駅・水口石橋駅・万葉あかね線（八日市駅～近江
八幡駅）各駅除く
◆利用日　毎日（12月31日～ 1月3日を除く）
　　　　　平日…9：00 ～ 16：00 ／土・日・祝日…終日

近江鉄道をもっと楽しもう！

◆問い合わせ先　企画振興課 企画人権担当　☎0748-52-6552　　近江鉄道㈱ 鉄道部　☎0749-22-3303

　

近
江
鉄
道
線
の
存
続
に
向
け
て
、
2
月
9
日（
日
）に
必

佐
公
民
館
に
て
『
近
江
鉄
道
で
地
域
を
元
気
に
す
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
』
を
開
催
し
、
町
内
外
か
ら
約
1
4
0
人
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
の
基
調
講
演
で
は
、
公
共
交
通
と
ま
ち
づ
く
り
を

研
究
さ
れ
て
い
る
一
般
社
団
法
人
グ
ロ
ー
カ
ル
交
流
推
進
機

構
理
事
長
の
土ど

井い

勉つ
と
む

先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
、“
近
江
鉄
道
線
が
果
た
す
役
割
が
、
単
な

る
移
動
手
段
で
は
な
く
、人
の
活
動
を
支
え
る
重
要
な
も
の
”

と
話
さ
れ
、“
赤
字
補
填
と
い
う
考
え
方
で
は
な
く
、
廃
線

と
な
っ
た
場
合
に
発
生
す
る
様
々
な
影
響（
送
迎
、
道
路
の

渋
滞
）に
対
応
す
る
た
め
の
費
用
を
考
え
る
こ
と
で
、
改
め

て
鉄
道
が
あ
る
こ
と
の
価
値
を
考
え
る
こ
と（
ク
ロ
ス
セ
ク

タ
ー
効
果
）”
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
二
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
一
般
社
団

法
人
こ
う
け
ん
舎
代
表
の
西に

し

塚づ
か

和か
ず

彦ひ
こ

さ
ん
、
日
野
町
出
身
の

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
小お

川が
わ

鈴す
ず

さ
ん
、
日
野
高
等
学
校
一
年
生
の

古ふ
る

谷た
に

匡た
だ
しさ
ん
、
木き

村む
ら

光こ
う

希き

さ
ん
の
4

人
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
西
塚
さ
ん
は
、
日
野
駅
な
な
い
ろ

で
の
日
替
わ
り
オ
ー
ナ
ー
制
に
よ
る

カ
フ
ェ
運
営
に
つ
い
て
紹
介
し
、
駅

の
活
性
化
に
対
す
る
想
い
を
話
さ
れ

ま
し
た
。

　
小
川
さ
ん
は
、
日
野
駅
を
題
材
に

作
詞
、
作
曲
さ
れ
た
『
あ
の
日
の
駅

に
行
こ
う
』
を
披
露
し
、

曲
に
込
め
た
想
い
と
と
も

に
「
自
身
の
活
動
を
通
じ

て
、
日
野
駅
を
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
谷
さ
ん
は
、“
高
校

生
に
と
っ
て
は
運
賃
が
高

く
利
用
し
づ
ら
い
”な
ど
、

利
用
者
と
し
て
の
率
直
な
思
い
と
と
と
も
に
「
日
野
高
カ

フ
ェ
」
な
ど
、
高
校
生
と
地
域
の
人
が
一
緒
に
近
江
鉄
道
を

盛
り
上
げ
た
い
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
木
村
さ
ん
か
ら
は
、
友
人
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を

も
と
に
、
日
野
高
生
の
近
江
鉄
道
の
利
用
状
況
等
を
紹
介

し
、「
近
江
鉄
道
が
な
く
な
れ
ば
、
通
学
す
る
こ
と
が
難
し

く
な
る
人
も
い
る
。
も
し
か
し
た
ら
、
自
分
の
母
校
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
」と
想
い
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
、「
日

野
高
ｃ
ａ
ｆ
é
@
ｈ
ｏ
ｍ

ｅ
」
の
特
別
出
店
や
前

日
に
図
書
館
で
開
催
さ

れ
た
「
お
ト
ク
に
近
江

鉄
道
旅
プ
ラ
ン
作
り
」

の
参
加
者
の
旅
プ
ラ
ン

作
品
展
示
が
あ
り
、
多

く
の
参
加
者
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◀基調講演「公共交通の多様な価値を考える」の様子

▲パネルディスカッションに参加する
　日野高生お2人のスピーチ

▲「日野高café@home」も大盛況
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日
野
町
奨
学
金
制
度
は
、
教
育
の
機
会

均
等
を
図
る
た
め
、
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
高
等
学
校
や
大
学
等
へ
の
修
学
が
困
難

な
方
に
、
無
利
子
で
奨
学
金
を
貸
与
す
る

制
度
で
す
。

【
対
象
と
な
る
修
学
学
校
】

①  

高
等
学
校
等
…
高
等
学
校
、
中
等
教
育

学
校（
後
期
課
程
）、
特
別
支
援
学
校

（
高
等
部
）、
高
等
専
門
学
校（
高
等
課

程
）、
専
修
学
校（
高
等
課
程
）

②  

大
学
等
…
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専

門
学
校（
高
等
課
程
除
く
）、
専
修
学

校（
高
等
課
程
除
く
）

【
対
象
者
】

　
日
野
町
に
居
住
す
る
方
ま
た
は
居
住
す

る
方
の
家
族
で
、
高
等
学
校
等
お
よ
び
大

学
等
に
お
け
る
修
学
の
見
込
み
が
確
実
な

方
。

【
貸
与
額
】

①  

高
等
学
校
等
／
月
額
1
万
円
以
内

②
大
学
等
／　
　
月
額
2
万
円
以
内

【
受
付
期
間
】

４
月
１
日（
水
）
～
４
月
30
日（
木
）

※  

詳
し
く
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
左
記
の
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

12
月
25
日（
水
）、
青
木
油
脂
工
業
株
式
会
社
滋
賀
工

場（
岡お

か

崎ざ
き

真し
ん

也や

取
締
役
滋
賀
工
場
長
）
と
「
災
害
時
に
お

け
る
物
資
の
提
供
に
関
す
る
協
定
」
を
結
び
ま
し
た
。

　
災
害
時
に
は
協
定
に
基
づ
き
、
町
が
指
定
す
る
指
定
避

難
所
等
に
生
活
用
水
の
運
搬
、
提
供
な
ど
を
要
請
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
避
難
所
生
活
で
課
題
と

な
っ
て
い
る
水
不
足
の
解
消
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
災
害

対
応
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

100歳おめでとうございます
～お体を大切に、いつまでもお元気でいてください～

　

1
月
13
日
に
鎌
掛
の
藤
澤
ま
す
さ
ん
が
1
0
0
歳
の
お
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
、
翌
14
日（
火
）
に
町
長
を
は
じ
め
関
係
者
が
お
祝
い

に
伺
い
ま
し
た
。

　
藤
澤
さ
ん
は
鎌
掛
の
お
生
ま
れ

で
、
ご
結
婚
さ
れ
て
か
ら
も
地
元

で
農
業
を
行
い
な
が
ら
頑
張
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
誉ほ

ま
れ

の
松
で
、
施
設
内
を

車
い
す
で
散
歩
し
た
り
、
食
事
も

し
っ
か
り
食
べ
て
、
穏
や
か
に
過

ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
息
子
さ
ん
、
娘
さ
ん
に

囲
ま
れ
、
お
祝
い
の
品
を
お
渡
し

す
る
と
手
を
合
わ
せ
て
喜
ん
で
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

藤
ふ じ

澤
さ わ

  ます さん（鎌掛6区）

　

こ
の
た
び
、
湖
南
サ
ン
ラ
イ
ズ
福
祉
会
様
よ
り
、

3
万
74
円
を
町
の
振
興
の
た
め
に
寄
付
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

  

有
効
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寄
付
を

　
い
た
だ
き
ま
し
た

青
木
油
脂
工
業
株
式
会
社

滋
賀
工
場
と
災
害
時
応
援

協
定
を
締
結
し
ま
し
た

ご
利
用
く
だ
さ
い 「
日
野
町
奨
学
金
制
度
」

◆
問
い
合
わ
せ
先  

教
育
委
員
会
事
務
局 

学
校
教
育
課  

☎
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